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遷延性・慢性咳嗽患者における血漿サブスタンスP濃度の検討
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【背景・目的】咳嗽のメカニズムにサブスタンスPが関連することが示唆されているが、遷延

性・慢性咳嗽患者において血漿サブスタンスP濃度を検討した報告は少ない。今回、遷延

性・慢性咳嗽患者の血漿サブスタンスP濃度を測定し、健常人との差および各種臨床所見と

の関連を検討した。

【対象】3週間以上続く咳嗽を主訴に当科を初診した患者 85名 （喘息性咳嗽 [咳喘息+咳

優位型喘息]） 64名、非喘息性咳嗽　[胃食道逆流症、感染後咳嗽など]  21名) と健常人

18名。

【方法】スパイロメトリー、アストグラフ法による気道過敏性、咳感受性、呼気NO濃度、誘

発喀痰細胞分画を測定し、血漿サブスタンスP濃度との相関を検討した。血漿サブスタンス

P濃度は血漿分離後、安定化剤を添加し、凍結保存した検体を後日ELISA法で測定した。

【結果】血漿サブスタンスP濃度は喘息性咳嗽群、非喘息性咳嗽群で健常人と比較し有意

に高値を示したが、咳嗽患者の2群の間には有意差は認めなかった。血漿サブスタンスP濃

度は喘息性咳嗽群においてのみ気道感受性 (Dmin) と相関した (r = -0.29, p = 0.03 )。咳

感受性や%FEV1などとの相関は認めなかった。

【結語】サブスタンスPの遷延性・慢性咳嗽への関与、喘息性咳嗽においては気道過敏性

への関与が示唆された。
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